
私
た
ち
は
、
誰
も
が
願
う
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
の
実
現
に
向
け
て
介
護
予
防
・
健
康
づ

く
り
活
動
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
相
互
の
見
守

り
活
動
、
さ
ら
に
は
、
安
全
・
安
心
へ
の
地
域
貢
献

活
動
な
ど
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に

積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
高
齢
者
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
、
行
政
や
町
会
自
治
会
、
関
係
団

体
と
連
携
し
た
活
動
を
進
め
ま
す
。

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
更
に
進
め
「
地
域
社
会
を
支
え
る
担
い
手
」

と
し
て
「
う
る
お
い
・
や
す
ら
ぎ
」
に
満
ち
た
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
次
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
４
年
度　

八
・シ
ニ
ア
連
活
動
方
針

八
王
子
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

�

　
　
鈴
木
　
長
一

https://hachiojisenior.info/八王子市シニアクラブ連合会の
ホームページはこちらでご覧になれます。

［特集］

定期総会
●地域から
� …こんにちは！

◆  

魅
力
あ
る
活
動
を
推
進
し
仲
間
を

広
げ
よ
う
。

◆  

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
活
動
を

推
進
し
、健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
。

◆  

友
愛
・
見
守
り
・
奉
仕
活
動
な
ど

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
も
う
。

◆  

地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
お

う
。

鈴木連合会長あいさつ

議案可決（86名承認） 感謝状贈呈 熱心に討議する皆さん
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笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　

ク
ラ
ブ
活
動

八王子市
シニアクラブ
連合会
　会長
� 鈴木　長一

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

総
会
特
集
　
令
和
4
年
度
　
八
・
シ
ニ
ア
連
　
定
期
総
会

健
康
で
生
き
が
い
の

　
　

あ
る
人
生
を

八王子市
シニアクラブ
連合会
　前会長
� 田中　恭男

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
八
王
子
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事
業
に
対
し
て
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
皆
様
か
ら
の
ご
推
薦
を
い
た

だ
き
、
八
王
子
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

鈴
木
長
一 

で
す
。

私
は
前
任
の
田
中
様
ほ
ど
の
見
識
や
能

力
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
皆
様
方
の
ご
鞭
撻

を
頂
き
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
八
王
子
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
少
し
で
も
前
に
進
め
る
べ

く
、
誠
心
誠
意
務
め
さ
せ
て
戴
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
３
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
が
私
た
ち
の
活
動
を
大
き
く
停
滞

さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
様
の

ご
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
計

画
が
実
行
で
き
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
粛
そ
し
て
自
粛
で
の
中
に
も

拘
ら
ず
、
各
地
区
で
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し

て
活
動
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
敬

意
を
表
し
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
年
制

の
延
長
や
趣
味
の
多
様
化
な
ど
で
ク
ラ
ブ
の

運
営
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
様
々
な

活
動
や
行
事
を
通
し
て
多
勢
の
仲
間
が
で

き
、
互
い
に
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
私
は
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
多
く
の
皆
様
に
お

伝
え
し
、
新
た
な
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
私
共
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
身
近
な
会
員

同
士
か
ら
声
を
か
け
合
い
、
活
動
し
や
す

く
親
し
み
の
あ
る
組
織
を
つ
く
り
あ
げ
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
い
経
験
や
地
域
貢
献

で
得
ら
れ
る
充
実
感
を
積
極
的
に
周
囲
に

伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
人
生
百
歳
時
代
と
い
わ
れ
る

昨
今
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
工
夫
も
必
要

で
あ
り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
が
こ
れ

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
、
明
る
く
元
気
な
「
八
王
子
市
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
を
つ
く
り
あ
げ
、
共

に
手
を
取
り
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

八
・
シ
ニ
ア
連
の
役
員
・
会
員
の
皆
様

や
関
係
各
位
の
在
任
中
の
ご
指
導
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
24
年
４
月　

八
老
連
会
長

就
任
以
来
、
５
期
10
年
間
、
連
合
会
の
運

営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
健
康

状
態
の
不
安
も
あ
り
、
令
和
４
年
３
月
任

期
満
了
で
の
退
任
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、

鈴
木
長
一
さ
ん
が
引
き
継
い
で
頂
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
新
会
長
以
下
、
三
役
、
常
任
理
事

及
び
理
事
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
の
在
任
５
期
10
年
間
の
主
な
事
項
に

は
、特
に
次
の
５
項
目
が
思
い
返
さ
れ
ま
す
。

１　

 

平
成
24
～
29
年　

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の

苦
情
対
応
（
補
助
金
用
途
明
確
化
）

２　

 

平
成
26
年　

連
合
会
の
名
称
変
更　

八
老
連
⇨
八
・シ
ニ
ア
連
（
会
員
増
強
、

意
識
変
化
へ
の
対
応
）

八王子市シニアクラブ連合会会報 （ 2 ）令和 4年 7月 10日第158号
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生
涯
現
役
の

　

ま
ち
を
実
現

八王子市長
� 石森　孝志

市
長
の
ご
あ
い
さ
つ

八
王
子
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
38
年
の
創

立
か
ら
永
き
に
渡
り
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
牽

引
役
と
し
て
発
展
し
続
け
た
こ
と
に
対

し
、
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り

活
動
を
通
じ
本
市
の
福
祉
行
政
に
多
大
な

る
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
15
万
4
千
人
を
超
え
、
高
齢
化
率
は

27
・
５
%
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者

の
人
口
が
増
加
す
る
反
面
、
生
産
年
齢
人

口
が
減
少
し
、
人
口
構
造
が
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
健
康
寿
命
が
延

伸
し
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月
に

策
定
い
た
し
ま
し
た
「
八
王
子
市
高
齢
者

計
画
･
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に

お
い
て
実
現
を
目
指
し
て
い
る
「
い
つ
ま

で
も
『
望
む
生
活
』
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
生
涯
現
役
の
ま
ち
」
で
は
、
年
齢
を
重

ね
て
も
意
欲
を
失
わ
ず
、
そ
の
人
ら
し
い

活
き
活
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

長
寿
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
と
し
て
、

運
動
や
食
事
な
ど
に
気
を
遣
う
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
長
寿
に
影
響
し
て
い
る
と
い

う
研
究
結
果
も
出
て
い
ま
す
。地
域
貢
献
、

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
な

ど
を
通
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
精
力

的
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
は
健
康
長
寿
に
つ
な
が
る
重
要
な

存
在
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
活
発

な
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
人

で
も
多
く
の
地
域
の
方
を
お
誘
い
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
で
の
地
域
清
掃
活
動
に
よ
り
、
市

民
の
皆
様
が
心
地
よ
く
過
ご
せ
て
い
る
と

い
う
お
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
個
人
が
元
気
で

あ
る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
も
影
響
を

与
え
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
関
す
る
、
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き

て
お
り
、
今
後
は
活
動
の
機
会
も
増
え
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
適
切
な
感

染
予
防
対
策
を
講
じ
て
の
活
動
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
八
王
子
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
並
び
に
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

申
し
あ
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

３　
 

平
成
28
年　

運
営
改
革
・
事
務
局
制

導
入
（
運
営
経
費
改
善
）

４　

 
平
成
29
年　

本
部
事
務
所
を
元
横
山

町
に
設
置
（
平
成
24
～
29
年
：
４
回

移
転
の
間
借
り
対
応
）

５　

 

平
成
30
年　

東
老
連
退
会
、
地
域
密

着
運
営
化
（
経
費
削
減
２
０
０
万
円

／
年
と
支
部
支
援
制
創
設
）

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
で
き
た
の
も
、

役
員
・
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
～
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
べ

く
、
会
員
の
集
ま
る
大
部
分
の
行
事
を
中

止
と
し
、
高
齢
者
集
団
と
し
て
節
度
あ
る

対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
ど
も
高
齢
者
は
、
年
を
重
ね
る
だ
け

で
老
い
る
の
で
は
な
く
、
情
熱
や
信
念
と
共

に
若
く
理
想
を
無
く
し
た
時
に
、
老
い
が
く

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
希
望
を
も
っ

て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
八
・
シ
ニ
ア

連
の
会
員
の
皆
様
が
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
人
生
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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定
期
総
会
に
寄
せ
て

社会福祉法人
八王子市社会
福祉協議会　　
　会長
� 赤澤　　将

八
社
協
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ

八
王
子
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
令

和
４
年
度
定
期
総
会
が
５
月
18
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

八
王
子
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
38
年
7
月
の
創
立

以
来
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
活
動
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
貢
献
活
動
、

安
全
安
心
の
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
14
の
支
部
を
設
け
て
、

「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
」「
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
」
を
目
標
に
多
岐
に
渡
る
活
動

を
展
開
し
、
八
王
子
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
各
支
部
に
お
い
て
も
、

思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
て
、
会
員
の
皆
様
が
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
に
向
け

て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
生
み
出
し
、
生
活
に
張
り
を
与

え
る
活
動
を
展
開
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動
に
お
い
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」

等
の
各
種
募
金
活
動
に
継
続
し
て
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和
3
年
4

月
よ
り
八
王
子
市
か
ら
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
を
受
託
し
、「
八
王
子
ま
る
ご

と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
通
称　

は
ち
ま

る
サ
ポ
ー
ト
）」
の
運
営
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。

地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
市

内
10
か
所
の
は
ち
ま
る
サ
ポ
ー
ト
に
は

C
S
W
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
が
、

障
害
者
や
高
齢
者
、
子
ど
も
な
ど
に
絡
ん

だ
様
々
な
問
題
を
抱
え
た
方
や
地
域
で
の

困
り
ご
と
に
悩
む
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相

談
に
対
し
て
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
八
王
子
市
シ
ニ
ア
連
合
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
推
進
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ご
指
導
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
鈴
木
会
長
を
は
じ
め
、
会
員

の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
更
な
る
ご
発
展
を
心
よ
り
祈

念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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〈
本
部
役
員
〉

会　

長�

鈴
木　

長
一

副
会
長�

総
務
部
長�
来
住
野
利
男

�

地
域
貢
献
活
動
部
長
（
兼
任
）

副
会
長�

会
計
部
長�

稲
葉　
　

剛

副
会
長�

広
報
部
長�

宮
下　
　

崇

副
会
長�

研
修
部
長�

平
澤　

進
二

副
会
長�

生
き
が
い
活
動
部
長�

清
水　
　

努

副
会
長�

健
康
増
進
部
長�

鈴
木　

春
雄

副
会
長�

女
性
部
長�

北
原
フ
ミ
子

〈
常
任
理
事
（
支
部
長
）〉

第
２
支
部
長�

清
水　
　

努

第
３
支
部
長�

加
藤　

上
直

第
４
支
部
長�

眞
﨑　

民
子

第
７
支
部
長�
栗
山　

禎
造

第
８
支
部
長�
星　
　

一
男

第
９
支
部
長�

内
藤　

榮
一

第
11
南
支
部
長�

松
原　

清
志

第
11
北
支
部
長�

柿
崎　

賢
吉

第
13
支
部
長�

瀬
沼　
　

茂

第
14
支
部
長�

髙
野　

幸
雄

第
15
支
部
長�

塚
原　
　

稔

第
16
東
支
部
長�

小
安　

五
郎

第
16
西
支
部
長�

平
澤　

進
二

第
18
支
部
長�

近
内　
　

憲
〈
支
部
健
康
増
進
部
長
〉

第
４
支
部�

白
井　

靖
信

第
４
支
部�

玉
木　

秀
雄

第
７
支
部�

副
部
長�

栗
山　

禎
造

第
７
支
部�

有
川　

勝
彦

第
８
支
部�

中
村　

忠
利

第
11
南
支
部�

部　

長�

鈴
木　

春
雄

第
11
南
支
部�

有
水　
　

了

第
13
支
部�

白
崎　
　

順

第
15
支
部�

羽
田　

照
雄

第
16
東
支
部�

飯
島　

正
一

第
16
西
支
部�

里
見　

敏
夫

第
18
支
部�

萩
原　

敬
矩

令
和
４
年
度
　
八
・
シ
ニ
ア
連
役
員

令
和
４
年
度
　
八
・
シ
ニ
ア
連
役
員

会
計
監
事�

古
家　

米
雄

会
計
監
事�

磯
田　

哲
夫

事
務
局
次
長�

山
﨑　

光
嘉

顧　

問�

田
中　

恭
男

相
談
役�

平
林　

五
六

本 部 役 員

支部健康増進部長

八王子市シニアクラブ連合会会報（ 5 ） 令和 4年 7月 10日 第158号

私たちは八・シニア連の活動を応援しています



１　
退
任
役
員
（
12
名
）

会　

長�

田
中　

恭
男

副
会
長�

平
林　

五
六

副
会
長�

眞
﨑　

民
子

会
計
監
事�

峰
尾　

隆
幸

会
計
監
事�

佐
藤　
　

将

常
任
理
事�

古
家　

米
雄

常
任
理
事�

八
木　

啓
充

常
任
理
事�

佐
藤　

勝
彦

常
任
理
事�

荒
井　

正
利

常
任
理
事�

磯
田　

哲
夫

常
任
理
事�
金
井
ツ
ル
子

常
任
理
事�

立
石　

春
子

第
13
支
部　

唐
松
明
生
会

�

野
沢　

直
子

第
13
支
部　

美
山
苑
つ
つ
じ
会

�

大
信
田　

榮

第
13
支
部　

川
口
町
中
部
明
生
会

�

高
野　

昭
男

第
16
東
支
部　

北
野
台
ク
ラ
ブ

�

藤
井　

義
孝

３　
特
に
功
労
の
あ
っ
た
ク
ラ
ブ
役
員

　
（ 

単
位
ク
ラ
ブ
副
会
長
・
会
計
部
長 

６
年　

27
名
）

第
７
支
部　

上
野
町
二
丁
目
長
寿
会

�

　

三
澤　
　

豊

第
７
支
部　

上
野
町
二
丁
目
長
寿
会

�

　

田
代　

亘
夫

第
９
支
部　

宇
津
木
ク
ラ
ブ

�

川
島　
　

隆

第
９
支
部　

大
和
田
第
二
楽
友
会

�

吉
田　

正
恵

第
９
支
部　

大
和
田
第
三
楽
友
会

�

堤　
　

重
男

第
９
支
部　

大
和
田
第
三
楽
友
会

�
坂
野
上
ヨ
シ

第
９
支
部　

大
和
田
第
三
楽
友
会

�

岡
田　

信
子

令
和
４
年
度
　
感
謝
状
・
表
彰
状
受
賞
者
名

令
和
４
年
度
　
感
謝
状
・
表
彰
状
受
賞
者
名
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

〈
支
部
女
性
部
長
〉

第
２
支
部�

女
性
部�

金
井
ツ
ル
子

第
４
支
部�
副
部
長�

眞
﨑　

民
子

第
４
支
部�

女
性
部�

吉
村　

光
子

第
7
支
部�

部　

長�

北
原
フ
ミ
子

第
９
支
部�

生
き
が
い
活
動
部�
小
沼　

友
子

第
11
南
支
部�

広
報
部�
田　

美
枝
子

第
16
東
支
部�

生
き
が
い
活
動
部�

立
石　

春
子

２　
永
年
勤
続
者

　
（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
支
部
健
康
増
進

部
長
・
支
部
女
性
部
長 

６
年　

７
名
）

第
２
支
部　

登
喜
和
会

�

清
水　
　

努

第
13
支
部　

上
川
町
明
鏡
会

�

小
林　

正
光

第
13
支
部　

唐
松
明
生
会

�

清
水　

賢
二

支 部 女 性 部 長
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第
９
支
部　

あ
や
め
会
老
人
ク
ラ
ブ

�

佐
藤　

勝
栄

第
11
北
支
部　

朝
日
ヶ
丘
長
友
会

�

井
堀　

正
彦

第
13
支
部　

上
川
町
栄
寿
会

�

水
島　
　

實

第
13
支
部　

上
川
町
栄
寿
会

�
鈴
木　
　

武

第
13
支
部　

唐
松
明
生
会

�

小
林　

秀
年

第
13
支
部　

唐
松
明
生
会

�

古
和
田
千
代
子

第
13
支
部　

唐
松
明
生
会

�

山
口　

利
男

第
13
支
部　

楢
原
東
部
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

内
田　

訓
行

第
13
支
部　

川
口
町
中
部
明
生
会

�

荒　
　
　

啓

第
13
支
部　

川
口
町
中
部
明
生
会

�

熊
野　
　

汎

第
15
支
部　

ふ
た
ば
会

�

萩
原　

莞
爾

第
15
支
部　

ふ
た
ば
会

�

尾
形　

之
信

第
15
支
部　

廿
里
桜
林
会

�

波
多
野
四
郎

第
15
支
部　

廿
里
桜
林
会

�

峰
尾　

寿
子

第
15
支
部　

三
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
さ
つ
き
会

�

長
嶋
恵
美
子

第
16
東
支
部　

片
倉
台
む
つ
み
会

�

桜
木
佐
千
子

第
16
東
支
部　

片
倉
台
む
つ
み
会

�

長
澤　

寿
子

第
16
西
支
部　

上
小
比
企
山
王
会

�

中
西　

忠
一

第
16
西
支
部　

小
比
企
寿
会

�

渡
邊　

武
利

第
18
支
部　

南
大
沢
柚
子
の
実
会

�

萩
原　

敬
矩
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9：00～12：00

14：30～17：30

第2支部　支部長　清水　　努
単位クラブ名 会　長　名

平岡いきいきクラブ 塚本　道男
小門町友愛会 金井 ツル子

登喜和会 清水　　努
八幡町神武会 天野　長恵

第3支部　支部長　加藤　上直
単位クラブ名 会　長　名

万町二丁目親和会 橋本　謙吉
万町山百合会 廣瀬　匡史

明和会 鈴木　祥夫
緑町東緑寿会 小此木庄三
寺町双和会 佐々木圭介

緑町西緑寿会 佐藤　豊秋
緑町南緑寿会 加藤　上直

第4支部　支部長　眞﨑　民子
単位クラブ名 会　長　名
明三クラブ 山本　高助

一楽会 小山　寿徳
三楽会 白井　靖信
明友会 青柳　浩男

新町長寿会 眞﨑　民子

第7支部　支部長　栗山　禎造�
単位クラブ名 会　長　名

上野町二丁目長寿会 大澤　一雄
台町四丁目相生会 小谷田與助
上野町第一櫻寿会 山崎　藤子

台町ふたみ会 有川　勝彦
台町第三ふたみ会 佐藤　　将
上野町一丁目天満クラブ 古家　米雄
台町一丁目第一ことぶき会 栗山　禎造

台町いなほ会 岡本　　勉

第9支部　支部長　� 内藤　榮一
単位クラブ名 会　長　名
石川友和会 本西　敏保

宇津木クラブ 稲葉　　剛
大和田第二楽友会 山口　昭男
大和田第三楽友会 初見　三郎
大和田一丁目千寿会 小松　義昌

石川友遊クラブ 小沼　友子
大和会 内藤　榮一

第11南支部　支部長　松原　清志�
単位クラブ名 会　長　名
上館むつみ会 完山　貫一
榛名福寿会 杉本　章吉

めじろ台第一むつみ会 豊森　幸男
狭間福楽会 五十嵐　誠

めじろ台第二むつみ会 坂元　芳彦
めじろ台第四むつみ会 内田　　巌
めじろ台第三むつみ会 松原　清志

舘ヶ丘銀星会 川本　義朗
館町団地シルバークラブ 宮下　勝夫

第11北支部　支部長　柿崎　賢吉
単位クラブ名 会　長　名
三軒在家万会 古川りう子

散田東町朗友会 柿崎　賢吉
東雲寿老会 秋山　妙子
船田友愛会 津里　昭一

朝日ヶ丘長友会 八木　啓充
中散田寿康会 細野　　弘

第13支部　支部長　瀬沼　　茂
単位クラブ名 会　長　名
上川福寿会 白崎　　順

上川町栄寿会 髙野　英男
上川町明鏡会 小林　正光
美山町寿会 瀬沼　　茂

犬目東シニアクラブ 藤野　信之
川口町西部千歳会 小谷田照男

唐松明生会 清水　賢二
美山苑つつじ会 大信田　榮

楢原東部シニアクラブ 堀　喜久夫
川口町中部明生会 木村　辰郎

第14支部　支部長　髙野　幸雄
単位クラブ名 会　長　名

恩方シニアクラブ 髙野　幸雄
第７若葉会 本村　静子
楠木クラブ 立川　絢子

第15支部　支部長　塚原　　稔
単位クラブ名 会　長　名

幸楽会 松澤　輝芳
壮友会 山田智恵子

ふたば会 塚原　　稔
廿里桜林会 峰尾　隆幸
裏高尾会 前田　利雄

三田シニアクラブさつき会 元木　元仁
初沢みころも会 萩原　晴子

第16東支部　支部長　小安　五郎
単位クラブ名 会　長　名
北野千歳会 古山金十郎
高嶺クラブ 亀井　浩司

片倉台むつみ会 丸山　節子
長沼みのり会 飯島　正一
北野台クラブ 藤井　義孝

絹一・フレンド 久保　悠治
しらさぎ会 小安　五郎
第一豊寿会 笹目　重夫
第二豊寿会 浅井　勝巳

第16西支部　支部長　平澤　進二
単位クラブ名 会　長　名

上小比企山王会 里見　敏夫
小比企寿会 平澤　進二
片倉福寿会 澤田　義明

第18支部　支部長　近内　　憲
単位クラブ名 会　長　名

南大沢柚子の実会 磯田　哲夫
鑓水弥生会 小泉　　渉
松木福寿会 近内　　憲

第8支部　支部長　星　　一男�
単位クラブ名 会　長　名

中野西三青葉会 星　　一男

八・シニア連　支部・支部長・クラブ会長
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月 日（曜日） 実施状況 事　業　名 内容・場所 担当部

4 15 日（水） 実　施 会計監査 本部事務所 会　 計　 部

5
19 日（水） 実　施 定期総会（書面表決） 総　 務　 部

20 日（木） 中　止 第 18 回ペタンク大会 富士森陸上競技場 健 康 増 進 部

6

　３日（木） 実　施 ゴルフ同好会大会 ＧＭＧ八王子ゴルフ場 ゴ ル フ 同 好 会

23 日（水） 中　止 将棋同好会大会 台町市民センター 将 棋 同 好 会

25 日（金） 実　施 新任会長・理事研修会 富士森体育館会議室 研　 修　 部

7

10 日（土） 発　行 会報第 155 号発行 定期総会特集号 広　 報　 部

中　旬 中　止 民踊流し講習会 台町市民センター 女　 性　 部

20 日（火） 実　施 無縁仏回向 萬福寺（八王子市営墓） 総　 務　 部

8
中　旬 中　止 八王子まつり民踊流し参加 甲州街道 女　 性　 部

14 日（土） 中　止 理事研修会 研　 修　 部

9

14 ～ 16 日 中　止 第 51 回�趣味の作品展
15 日（水）手芸教室

東急スクエア 11 階
ギャラリーホール

生きがい活動部
女　 性　 部

17 日（金） 中　止 第 18 回輪投げ大会 富士森体育館 健 康 増 進 部

28 日（火） 実　施 赤い羽根共同募金 八社協に預託 地域貢献活動部

28 日（火） 実　施 使用済切手・雑巾他の寄贈 武蔵野会へ寄贈 女　 性　 部

10

中　旬 廃　止 第７回�高齢者活動展示会
「いきいき活動展」 場所未定 生きがい活動部

17 日（日） 中　止 健康フェスタ・食育フェスタ：
ウォーキングラリー�in�八王子城跡 健 康 増 進 部

21 日（木） 実　施 第 19 回グラウンドゴルフ大会 富士森陸上競技場 健 康 増 進 部

26 日（火） 実　施 第 13 回将棋同好会大会 台町市民センター 将 棋 同 好 会

11

10 日（水） 発　行 会報第 156 号発行 文芸特集号 広　 報　 部

18 日（木） 実　施 第 62 回ゲートボール大会 富士森陸上競技場 健 康 増 進 部

26 日（金）
実　施 ゴルフ同好会大会 ＧＭＧ八王子ゴルフ場 ゴ ル フ 同 好 会

実　施 カラオケ同好会大会 北野市民センター８F カラオケ同好会

12 14 日（火） 実　施 歳末助け合い募金 八社協に預託 地域貢献活動部

1
12 日（水） 中　止 新年懇親会 八王子エルシィ 総　 務　 部

25 日（火） 中　止 女性部日帰り研修旅行 静岡方面 女　 性　 部

2

　４日（金） 中　止 第 18 回輪投げ大会 富士森体育館 健 康 増 進 部

20 日（日） 中　�止 第 17 回健康づくり発表会 エスフォルタアリーナ八王子 健 康 増 進 部

24 日（木） 中　�止 第 49 回�芸能大会 いちょうホール（大） 生きがい活動部

28 日（月） 実　施 使用済切手・雑巾他の寄贈 武蔵野会へ寄贈 女　 性　 部

3
　８日（火） 中　止 芸能大会特別号 芸能大会特集 広　 報　 部

10 日（木） 発　行 会報第 157 号 特集号（誌上趣味の作品展） 広　 報　 部

令和３年度　事業報告令和３年度　事業報告

八王子市シニアクラブ連合会会報（ 9 ） 令和 4年 7月 10日 第158号
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月 日（曜日） 事　　業　　名 場 所 な ど 担 当 部

４
１９日（火） 会計監査 本部事務所 会計部

２６日（火） 将棋同好会大会 台町市民センター 将棋同好会

５

１５日（日） 健康フェスタ・食育フェスタへ参加 エスフォルタアリーナ八王子 健康増進部

１８日（水） 定期総会 いちょうホール（小） 総務部

２０日（金） 第 18 回ペタンク大会 富士森陸上競技場 健康増進部

６

　７日（火） ゴルフ同好会大会 ＧＭＧ八王子ゴルフ場 ゴルフ同好会

１７日（金） 新任会長・理事研修会 富士森体育館会議室 研修部

下　旬 親切行為者推薦 地域貢献活動部

７

１０日（日） 会報第 158 号発行 定期総会特集号 広報部

１９日（火） 無縁仏回向 萬福寺（八王子市営墓） 総務部

２０日（水） 第 49 回 芸能大会 いちょうホール（大） 生きがい活動部

２６日（火） 民踊流し講習会 台町市民センター体育館 女性部

８
　６日（土） 八王子まつり民踊流し参加 甲州街道 女性部

２４日（水） 理事研修会 高尾山　薬王院 研修部

９

１０日（土） 芸能大会特別号 芸能大会特集 広報部

１３日（火）～
１５日（木）

第 51 回 趣味の作品展
14 日（水）手づくり講習会

オクトーレ１１階
ギャラリーホール

生きがい活動部
　女性部

１６日（金） 第 18 回輪投げ大会 富士森体育館 健康増進部

下　旬 使用済切手・雑巾他の寄贈 武蔵野会へ寄贈 女性部

10
２５日（火） 将棋同好会大会 台町市民センター 将棋同好会

２８日（金） 第 20 回グラウンドゴルフ大会 富士森陸上競技場 健康増進部

令和４年度　事業計画
※定例会議は、三役会を毎月第一水曜日に、常任理事会を毎月第二水曜日に、それぞれ開催する。
※定期総会を 5 月 18 日（水）に「いちょうホール（小）」で開催する。
※月別事業計画は、下表の通り。

八王子市シニアクラブ連合会会報 （ 10 ）令和 4年 7月 10日第158号
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月 日（曜日） 事　　業　　名 場 所 な ど 担 当 部

11

　８日（火） ゴルフ同好会大会 ＧＭＧ八王子ゴルフ場 ゴルフ同好会

１０日（木） 会報第 159 号発行 元気なクラブ特集号 広報部

１８日（金） 第 63 回ゲートボール大会 富士森陸上競技場 健康増進部

下　旬 女性部日帰り研修旅行 場所未定 女性部

12
２日（金） カラオケ同好会発表会 いちょうホール（小） カラオケ同好会

中　旬 歳末助け合い募金 八社協に預託 地域貢献活動部

１ １１日（水） 新年懇親会 場所未定 総務部

２
19 日～ 20 日 一泊研修旅行 場所未定 研修部

下　旬 使用済切手・雑巾他の寄贈 武蔵野会へ寄贈 女性部

３ １０日（木） 会報第 160 号発行 文芸特集号 広報部

令和４年度　事業計画
八王子市シニアクラブ連合会会報（ 11 ） 令和 4年 7月 10日 第158号

私たちは八・シニア連の活動を応援しています



第
９
支
部
は
、
令
和
３
年
ま
で
は
９

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
本

年
度
よ
り
い
ろ
ん
な
事
情
で
２
ク
ラ
ブ

が
休
止
に
な
り
、
７
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て

し
ま
い
、
誠
に
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
毎

月
支
部
会
議
は
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
ど
の
ク
ラ

ブ
も
充
分
に
活
動
で

き
な
く
て
困
っ
て
い

る
の
が
実
状
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で

感
染
対
策
を
し
っ
か

り
し
て
、
第
９
支
部

は
初
め
て
、
親
睦
と

交
流
を
兼
ね
て
、
令

和
４
年
３
月
30
日
（
水
）
に
石

川
友
和
会
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
お
借
り
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

総
勢
51
名
ほ
ど
、
６
単
位
ク

ラ
ブ
が
参
加
し
、
と
て
も
楽
し

い
１
日
を
す
ご
す
こ
と
が
で
き

第
９
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

大
和
会
　
会
長
　
内
藤
　
榮
一

ま
し
た
。ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、

早
く
も
「
ま
た
や
り
ま
し
ょ
う
ね
」
と

元
気
の
よ
い
は
り
き
っ
た
姿
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う

な
行
事
を
通
し
て
、
だ
ん
だ
ん
減
っ
て

き
て
い
る
会
員
の
増
員
と
、
単
位
ク
ラ

ブ
が
増
加
す
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い

ま
す
。

開 会 式

グラウンドゴルフ交流会

八王子市シニアクラブ連合会会報 （ 12 ）令和 4年 7月 10日第158号
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寺
田
町
は
昭
和
30
年
代
、
そ
れ
ま
で

横
山
村
寺
田
町
だ
っ
た
が
八
王
子
市
と

合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
八
王
子
市
寺

田
町
と
な
っ
た
。

寺
田
町
は
八
王
子
市
の
南
西
部
に
あ

り
東
西
に
細
長
い
地
形
の
町
で
中
央
に

「
榛
名
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神

社
は
群
馬
県
の
榛
名
神
社
か
ら
分
霊
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
会
の
行
事
は
こ
の
神
社
に
係
わ
る

行
事
が
多
く
む
か
し
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
行
事
と
し
て
は
晦
日
参
り
・
元
旦
祭

が
あ
り
ま
す
。

12
月
31
日
22
時

ご
ろ
か
ら
年
越

し
そ
ば
や
甘
酒

を
つ
く
り
お
参

り
に
来
ら
れ
る

方
に
振
る
舞
い

ま
す
。
紅
白
歌

合
戦
が
終
る
頃

か
ら
町
内
や
近

隣
の
方
々
が
お

参
り
に
来
ら
れ

る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。
１
月
１
日
０

時
か
ら
元
旦
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
と
同

時
に
初
詣
に
来
ら
れ
た
方
々
の
お
参
り

が
始
ま
り
午
前
２
時
頃
ま
で
続
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
１
月
中
旬
に「
ど
ん
ど
焼
き
」

４
月
に「
榛
名
神
社
祭
礼
」8
月
に「
夏

祭
り
、
神
輿
担
ぎ
」
等
あ
り
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
も
昭
和
45
年
４
月
１
日
に

設
立
し
ま
し
た
が
ク
ラ
ブ
名
に
榛
名
神

社
の
二
文
字
が
入
り
「
榛
名
福
寿
会
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
立
し
て
52
年
続

け
て
来
ら
れ
た
の
も
「
榛
名
神
社
」
に

守
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
活
動
と
し
て
月
並
み
で
す
が
、「
定

例
会
・
誕
生
会
・
学
童
見
守
り
パ
ト
ロ
ー

ル
」
等
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
・
輪
投
げ
等
」
そ

の
他
「
ア
ル
ミ
缶
回
収
・
菊
花
展
」
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
。
菊
花
展
は
挿
し

芽
、
鉢
上
げ
そ
の
後
各
人
家
で
育
て
て

11
月
に
榛
名
会
館
に
持
ち
寄
り
展
示
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
残
念

な
が
ら
無
観
客
で
行
い
ま
し
た
が
１
日

も
早
く
全
て
の
活
動
が
出
来
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

第
11
南
支
部

む
か
し
の
寺
田
町
と
現
在
の
寺
田
町

む
か
し
の
寺
田
町
と
現
在
の
寺
田
町

榛
名
福
寿
会
　
会
長
　
杉
本
　
章
吉

榛名神社鳥居

榛名神社本殿
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朝
日
ヶ
丘
団
地
と
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
の
昭
和
38

年
、
Ｊ
Ｒ
西
八
王
子
駅
真
南
１
・
２
㎞
、

俗
称
「
水
道
山
」
丘
陵
を
切
り
開
き
八

王
子
市
で
初
め
て
造
成
さ
れ
た
大
型
分

譲
地
で
す
（
分
譲
戸
数
５
０
０
戸
）。

標
高
約
80
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
台
地

で
、
東
は
き
れ
い
な
朝
日
が
昇
り
、
南

に
は
丹
沢
山
塊
と
富
士
山
、
西
に
は
高

尾
山
、
陣
馬
山
、
北
東
側
は
冨
士
森
公

園
、
八
王
子
市
街
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
分
譲
単
価
１
万
８
千
円
。

若
さ
で
カ
バ
ー
し
た
不
便

駅
へ
の
近
道
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

急
な
坂
道
の
農
道
（
徒
歩
12
～
13
分
）

と
配
水
池
に
繋
が
る
１
５
０
段
の
階
段

を
走
っ
て
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
満
員
電
車
で
１
～
２
時
間
、
入
居
者

年
齢
も
20
～
30
代
が
大
半
を
占
め
、
若

さ
で
頑
張
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

共
用
施
設
は
住
民
負
担
と
責
任
で
管
理

今
日
の
車
社
会
な
ど
全
く
想
定
で
き

ず
、
道
路
幅
員
は
４
メ
ー
ト
ル
、
砂
利

舗
装
、
水
道
は
「
専
用
水
道
」
で
市
は

原
水
供
給
と
料

金
徴
収
の
み
。

配
水
管
等
の
施

設
建
設
管
理
は

利
用
者
負
担
。

高
架
水
槽
、（
断

水
頻
発
）、
排
水
は
側
溝
、
ガ
ス
は
プ

ロ
パ
ン
の
集
中
方
式
で
、
管
理
の
難
し

い
施
設
で
し
た
。

入
居
か
ら
半
年
後
、
道
路
を
含
む
全

施
設
が
自
治
会
に
移
譲
さ
れ
、
そ
の
管

理
は
住
民
の
負
担
と
責
任
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

苦
節
20
年
、
懸
案
事
項
が
解
決

し
か
し
、
５
０
０
世
帯
の
、
く
ら
し

に
直
結
す
る
水
道
や
ガ
ス
等
の
重
要
施

設
を
、
素
人
の
集
団
が
管
理
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

苦
節
20
年
、
そ
の
苦
労
が
報
わ
れ
、

三
多
摩
市
町
村
水
道
の
東
京
都
へ
の
一

元
化
と
い
う
神
風
や
、
ガ
ス
爆
発
事
故

も
味
方
し
、
最
大
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
、
水
道
の
東
京
都
へ
の
移
管
、
都
市

ガ
ス
導
入
が
実
現
し
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
展
と
陸
の
孤

島
入
居
か
ら
50
年
、
紅
顔

の
美
青
年
？
も
70
～
80
代

の
熟
年
と
な
り
、
車
の
活

用
も
ま
ま
な
ら
ず
、通
院
、

買
い
物
に
は
、
段
差
80
ｍ

の
坂
道
は
負
担
が
重
く
、

自
主
運
行
バ
ス
の
運
行
や

計
画
道
路
の
早
期
開
通
を

願
う
機
運
が
高
ま
り
、
そ

の
実
現
の
た
め
必
死
の
努

力
が
始
ま
り
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
の
開
通
、
快
適
な
街
へ

こ
の
努
力
が
実
り
、
都
市
計
画
決
定

か
ら
52
年
の
歳
月
を
経
て
、
こ
の
道
路

が
開
通
し
悲
願
の
路
線
バ
ス
運
行
も
、

平
成
27
年
、
中
央
道
路
に
３
か
所
の
バ

ス
停
も
設
置
さ
れ
、
め
じ
ろ
台
～
朝

日
ヶ
丘
団
地
経
由
～
八
王
子
駅
南
口
が

開
通
し
ま
し
た
。
陸
の
孤
島
、
防
災
、

防
火
、
救
急
、
通
院
、
買
い
物
に
対
す

る
不
安
も
解
消
さ
れ
安
心
、
安
全
で
快

適
な
街
に
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
に
向
け
て

５
～
10
年
先
に
は
、
大
半
が
同
時
に

80
～
90
代
を
迎
え
ま
す
が
、
今
と
同
じ

よ
う
に
、
夢
と
希
望
を
持
ち
続
け
、
心

豊
か
な
余
生
を
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

第
11
北
支
部

分
譲
住
宅

分
譲
住
宅
6060
年
の
苦
闘

年
の
苦
闘

朝
日
ヶ
丘
長
友
会
　
副
会
長
　
井
堀
　
正
彦

完成計画道路
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№ 賛　助　会　員　名 電　話　番　号
１ あさひ国際旅行㈱ 0 4 2 - 6 5 6 - 5 6 0 2
２ シルバーサポート㈱ 0 4 2 - 6 5 4 - 8 6 4 1
３ ㈱新中央トラベル 0 4 2 - 5 4 2 - 4 0 8 0
４ ㈱セレモア 0 4 2 - 6 2 6 - 1 7 1 1
５ ㈱住宅工営 0 4 2 - 6 5 6 - 8 2 8 8
６ ㈱創研八王子支店 0 4 2 - 6 3 5 - 1 2 7 1
７ ㈱高尾輸送サービス 0 4 2 - 6 6 9 - 0 9 6 0
８ ㈱旅フレンド 0 9 0 - 7 0 0 8 - 3 8 6 7
９ 東京海上日動火災保険㈱八王子支社 0 4 2 - 6 4 4 - 7 3 1 1
10 東京海上日動パートナーズTOKIO 0 1 2 0 - 1 5 4 - 8 1 7
11 ㈱ニチコミ 0 3 - 5 7 1 8 - 3 9 0 0
12 ㈱橋本自動車学校　ロテンガーデン 0 4 2 - 7 7 2 - 2 2 4 5

令和4年度　賛助会員令和4年度　賛助会員

八・シニア連事務局の交替

☆松本前事務局長の退任挨拶
　令和４年３月末、異動により退任いたしました。
　鈴木新会長のもと、八・シニア連の益々のご発展をお祈り申し上げます。

☆山﨑事務局次長の就任挨拶
　令和４年３月末市役所を退職し、４月から事務局に勤務しています山﨑です。
　鈴木会長のもと、楽しく・明るく・信頼される事務局を目指して、精いっぱい頑張りま

すので、よろしくお願いいたします。
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています



○
広
告
掲
載
の
御
礼

　
こ
の
会
報
は
、
制
作
・
印
刷
を
行
う
㈱
ニ

チ
コ
ミ
が
広
告
の
協
賛
（
本
文
中
は
除
く
）

を
得
て
い
ま
す
。

　
広
告
協
賛
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
会
の
定
期
総
会
は
会
議
形
式
で

開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
が
報

告
通
り
で
了
承
さ
れ
、
令
和
４
年
度

の
事
業
計
画
（
案
）
及
び
予
算
（
案
）

も
提
案
ど
お
り
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
役
員
へ
の
感
謝
状
や
永
年
勤

続
者
と
特
に
功
労
が
あ
っ
た
ク
ラ
ブ

役
員
へ
の
表
彰
状
の
授
与
も
恙
な
く

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
会
報
誌
は
次
の
通
り
に
刊

行
し
ま
す
。

⑴
「
芸
能
大
会
特
集
」････････

９
月

⑵
「
元
気
な
ク
ラ
ブ
特
集
」････

11
月

⑶
「
文
芸
作
品
特
集
」････

来
年
３
月

諸
活
動
は
、
し
ば
ら
く
は
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
と
な
る
の
で
、
諸
対
策
を
講

じ
て
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。�

（
宮
下
）

編
集
後
記

５月 15 日（日）、エスフォルタアリーナ八王子で
「2022健康フェスタ・食育フェスタ」が開催され、八・
シニア連が用意した「輪投げコーナー」に八王子市長
も激励に来訪され、家族連れの方々が輪投げの楽しさ
を体験されていました。

市長の来訪市長の来訪

私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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